
教科・科目 対象学年 単位数 教科書 

家庭・生活産業情報 １ ２ 実教出版・生活産業情報 

科目の概要と目標 

社会における情報化の進展とそれによる問題点を理解し、モラルを

身に付ける。 

コンピュータに関する基本的な知識・技術を身に付け、適切な情報

の収集・分析・処理・発信方法を習得する。 

学期 単元 学習内容 到達度目標 

 

１ 

学 

期 

第６章 

情報の処理・分析・発信 

第１章 

情報科の進展と生活産

業 

 

 

 

第２章 

情報モラルとセキュリ

ティ 

 

 

 

 

第３章 

生活産業における情報

活用 

 

 

 

 

 

第４章 

情報機器のしくみ 

１節 日本語ワードプロセッ    

サの利用 

１節 情報科の進展と社会 

 

 

２節 生活産業における情報    

化の進展 

 

１節 ネットワーク社会の危    

険性 

２節 情報モラルとマナー 

 

 

３節 セキュリティ管理 

 

１節 生活産業における情報    

活用の意義 

 

２節 生活産業における情報    

活用の実際 

 

 

 

１節 コンピュータのしくみ 

 

 

 

２節 ハードウェア 

 

３節 ソフトウェア 

 

・日本語ワードプロセッサの概要について理解   

し、操作方法を習得する。 

・情報化の進展に伴い、生活や産業がどのよう 

に変化してきたかや、情報化の進展によって 

生じている問題点を知る。 

・生活産業の各分野で、情報システム・ネット 

ワークがどのように利用されているか理解 

する。 

・ネットワーク社会におけるサイバー犯罪や問 

題点について学ぶ。 

・ネットワークを利用する際に注意するモラル 

やマナーについて、具体的な事例から理解す 

る。 

・情報の取り扱い方、セキュリティ管理につい 

て、理解することができる。 

・個人情報の流出がもたらす問題点や、個人情 

報の取り扱いについてのマナーを身に付け 

る。 

・消費者のニーズを的確に把握し、的確な商品 

やサービスを提供するために、生活産業にお 

いて情報機器や情報通信ネットワークを利 

用した情報の活用が行われていることを理 

解する。 

・コンピュータの基本的な構成を理解する。 

・入出力装置および補助記憶装置のはたらき 

と、コンピュータと周辺機器をつなぐインタ 

フェースについて理解する。 

・ハードウェアとソフトウェアの関係や、OSの  

役割について理解する。 

・情報の収集・処理・分析・発信など、作業内 

容にあったアプリケーションがあることを 

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 

学 

期 

第５章 

情報通信ネットワーク 

 

第６章 

情報の処理・分析・発信 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 

さまざまな分野におけ

る利用 

１節 情報通信ネットワーク    

のしくみ 

 

２節 通信ネットワークの利    

  用 

 

 

 

 

 

 

 

食生活、衣生活、住生活、  

ヒューマンサービス、消費  

生活分野での利用 

・広く利用されているインターネットのしくみ 

を理解する。 

 

・インターネットを利用した情報収集の操作方 

法を身に付ける。 

・電子メールを活用した、情報を送受信する 

ための基本操作を身に付ける。 

・表計算ソフト、画像処理ソフト、プレゼンテ 

ーションソフト、Ｗｅｂページ作成ソフトに 

ついて理解し、基本的操作を身に付け、情報 

の処理・分析・発信ができる。 

 

・食生活、衣生活、住生活、ヒューマンサービ

ス、消費生活の各分野において、どのように

情報の収集・処理・発信が行われ、利用され

ているか理解する。 

 

 

３ 

学 

期 

第６章 

情報の処理・分析・発

信 

１節 日本語ワードプロセッ    

サの利用 

２節 表計算ソフトの利用 

 

３節 画像処理ソフトの利用 

 

４節 プレゼンテーションソ    

フトの利用 

・ビジネス文書実務検定試験に向けた知識・技 

術を習得し、文書を作成することができる。 

・表計算ソフトの活用方法、データ分析方法、 

データ処理の手法を習得する。 

・画像処理ソフトを活用して、画像の描画、編 

集、加工をすることができる。 

・スライドに文字、画像、動画等を挿入し、演 

出手法を活用して、プレゼンテーションがで 

きる。 

 


